
              

～仙台空港・アクセス鉄道などの復旧情報をお知らせします～ 

平成 23年 6月 29日発行（第 3号） 

 

6 月 23 日、震災後初となる国際チャータ

ー便（ハイフライ航空）が約 120 名の利用

客を乗せ、スペインに向け出発しました。タ

ーミナルビル及び CIQ 施設が復旧していな

いため、国際線側の一部を暫定供用し、出国

手続き等を行いました。今後、6 月 29 日と

7 月 20 日にはチューリッヒ行き、7 月 9 日

にはミラノ行きのチャーター便の運航が予

定されています。 

 

4月 13日より国内線の臨時便が運航されておりましたが，旅客ターミナルビルの復旧状況を踏まえ、

7月 25日より国内定期便が再開されることとなり、各航空会社より運航ダイヤが発表されました。    

路線別では、大阪（伊丹）13往復、札幌（新千歳）13往復、中部 6往復、福岡4往復、成田 2往復、

小松、広島、沖縄が各 1往復、合計 41往復/日となり、震災前と同じ水準にまで回復します。ターミナ

ルビルについては、引き続き、9月末の全面復旧を目指し工事が進められております。 

運航スケジュールについては、http://www.pref.miyagi.jp/kurin/sdj-saikai.html をご覧ください。 

 

6月22日、ユナイテッド航空アジア・太平洋地区副社長ジェームスP.ミュラー氏が宮城県庁を訪れ、

10月 2日より、仙台-グアムを結ぶ国際定期便を週 2便（木・日）体制で再開することを発表されまし

た。また、ユナイテッド航空及びコンチネンタル航空の社員の方々が被災地の復興を願い、心を込め

て折った千羽鶴を贈呈いただきました。 

 

アクセス鉄道は、全線運行再開までの暫定的な

措置としまして、7 月 23 日からＪＲ名取駅と美田園

駅間で運転を再開させることになりました。運行便

数は一日 28 往復と被災前の７割になります。朝夕

は被災前の 8 割程度とし混雑緩和を図ります。全

線の運行再開は、9月末を目標に復旧工事等に取

り組んでおります。その間、運休区間（美田園～仙

台空港駅間）の代行バス運行を継続します。 

また、アクセス鉄道の復旧情報などを、県庁１階の観光情報発信センター，パスポートセンター（各

合同庁舎旅券発給窓口），東京アンテナショップ「宮城ふるさとプラザ コ・コ・みやぎ」（豊島区東池

袋）において発信しております。お近くにお出かけの際はぜひお立ち寄りいただければと思います。 

県庁１階売店やコ・コ・みやぎでは SAT721 系鉄道模型や社員制作のＤＶＤ「車窓仙台空港アクセ

ス線」などのオリジナルグッズも取り扱っております。 

 

 

■ 6月 23日、震災後初となる国際チャーター便が運航 

 

■ ユナイテッド航空、10月 2日からの仙台－グアム線の定期便再開を発表 

 

■ 仙台空港アクセス鉄道 名取～美田園駅間 7月 23日(土)運行再開 

■ 7月 25日より国内定期便再開（国内線全ての路線で運航再開） 

 

お問い合わせ 宮城県土木部空港臨空地域課 

・空港について            電話 ０２２－２１１－３２２８ 

・空港アクセス鉄道について    電話 ０２２－２１１－３２９３ 

▲ 7/23からの暫定運行再開に向け着々と復旧工事が進む美田園駅(6/24撮影) 

▲ 震災後初の国際チャーター便にタラップを使って搭乗する様子(6/23撮影) 

http://www.pref.miyagi.jp/kurin/sdj-saikai.html

